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Ⅰ．はじめに 

 高度化・複雑化する医療のなかで、質の高い安全な医療の実践家養成のための手段として「シ

ミュレーション看護教育」が重視されている。質の高い看護教育として「シミュレーション看護教育」

は海外では積極的に導入され、我が国でも看護基礎教育、卒後教育にとりいれられつつある。 

 わが国におけるシミュレーション看護教育の課題は、「患者シナリオ」の作成に時間を要するこ

と、シミュレータの操作訓練を受けている教員やスタッフが少ないこと１）である。 

「患者シナリオ」は、臨床に起こりうる実例を基にすることで作成しやすくなる 2)が、わが国で

は、「患者シナリオ作り」は、どの教育・医療機関でも課題となっており、教育成果を客観的に比

較評価するまでには至っていない。しかし、「シミュレーション看護教育」を推進し教育効果を客

観的に評価するためには、「共通のツール」で，複数の教育機関および医療機関が連携し「教える

技術や方法の向上（Faculty Development）」３)をめざすことが必要である。 

Ⅱ．目的 

 本研究の目的は、欧米で広く使用されている英語版「シミュレーション看護教育患者用シナリ

オ」を参考に「日本語版患者シナリオ」を作成し、シミュレータを活用したシミュレーション看

護教育ネットワーク(以下、ネットワーク)の構築を目指すことである。 

Ⅲ．研究の経過 

 １．日本語版シミュレーションデザインテンプレートの作成の許諾 

１）米国看護連盟（ＮＬＮ）より、日本語版シミュレーションデザインテンプレート作成の

許可を得て、日本語版に翻訳し、シミュレーション教育に必要なシナリオ等を作成する。 

 ２）作成したシナリオが教育目的に沿った教材であるか検証する。 

2．交流集会での研究紹介および意見交換 

 １）日本看護科学学会にて、本研究の経過説明と意見交換を行い、教育ネットワークの構築の

基盤とする。 

Ⅳ．成果および考察 

１．NLN よりテンプレート等の日本語版作成の使用許可が得られ、日本語版シナリオテンプレート

を作成した。それらを用いて作成したシナリオは、パイロットスタディを経て、わかりにくい部分を

修正し、再度、パイロットスタディを行い、「シミュレーションデザインスケール」を用いて評価（5
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段階）した結果、平均値 4.3 であり、教材化が可能であることが示唆された。 

２．シミュレーション看護教育としての教育方法等を検討する「シミュレーション看護教育ネット

ワーク(仮称)」構築に向けて全国より 5 校の参加申し出があり、2013 年度より具体的に稼働する方向

となった。 
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